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第 10 回 

日本骨盤臓器脱手術学会 

会長 嘉村 康邦 

四谷メディカルキューブ  

泌尿器科 

 

会長挨拶 

本来であれば皆様を暖かくお迎えする会長挨拶を記すべきですが，第

10 回日本骨盤臓器脱手術学会は島田誠先生追悼記念大会として開催さ

れることになりましたので，その経緯などを述べさせていただきたいと思いま

す．申し上げるまでもなく，本学会の設立者であり，亡くなられるまで学会代

表として我々を牽引下さったのが島田誠先生です． 

思い起こせば 2015 年 2 月 19 日，突然島田先生から電話をいただきまし

た．いつものきさくな話し方とは異なり，とても重たいトーンのお声でした．内

容は「第 10 回 JPOPS 大会会長は島田，嘉村の二人でやりたいので協力し

てくれないか」というものでした．小生はびっくりし，「大会会長が二人なんて

おかしくないですか？」と即答しました．しかしそんな質問を予想されていた

のか，大会会長が複数であった過去の学会をいくつか挙げられ，二人でや

っても全く問題ないからとにかくよろしく頼むといわれたのです．ご自身の病

状を医師として客観視され，万が一の時学会に迷惑がかからないようにと小生に手伝うよう指示されたの

だと思います．  

4 月初旬，初めての学会打合せ会を開きました．声を出すのが少し辛そうでしたが，笑顔で Kickoff 

meeting は始まりました．この時，はじめて島田先生の本学会に対するただならぬ熱い思いを小生は知ら

されました．日本の骨盤臓器脱手術を発展させるために，どうしても本学会は必要であり，節目の第 10 回

大会をとにかく成功させたいとおっしゃいました．学会テーマが決まり，アジアンセッションを企画すること，

動画セッションを設けること，コ・メディカルのセッションを設けることの 3 点が確認されました．すべて島田

先生の発案でした．先生の熱意に押され，小生もこれはまじめにやらねばと気を引き締めたのを覚えて

います． 

その後ほぼ毎月打合せ会を行っていましたが，10 月の会議の日，「申し訳ない．どうしても体調がすぐ

れず出席できない」と，絞り出すようなお声で直接電話をいただきました．数日後，入院された先生を見

舞に伺いました．「先生，ちょっと間に合わなかったよ・・・」；これが小生にとって島田先生の最後のお言

葉になりました．11月10日朝，訃報のメールをいただいた時，先生の悔しかったであろうお気持ちを思い

涙が止まりませんでした．しかし同時に，先生の崇高な思いに敬意を払い，第 10 回 JPOPS を成功させる

ことこそが，先生への追悼とご恩返しになるのではないかと思いました． 

悲しい話ばかりになってしまいました．きっと島田先生は，「だめだよ嘉村君，もっと明るくやらなきゃ！」

と言っていると思います．明治記念館は結婚式で有名ですが，それこそ島田先生がご自身で探しまわり

下見をされて決められた会場です．都心にありながら豊かな緑にあふれ明治神宮外苑の一角にあります．

きれいな花嫁さんに会えるかもしれません．学会で勉強の合間に頭と眼を休めていただければと思いま

す． 

島田誠先生のご冥福を心よりお祈りし，ご挨拶といたします．  



会長挨拶 

POP 手術 ―世界の流れとアジアの位置付け― 

 

この度、第 10 回 日本骨盤臓器脱手術学会を開催させて頂くことになり、大変光栄に存じております。

本学会は 2006 年に第一回が開催された TVM 研究会を前身とし、骨盤臓器脱手術手技研究会を経て、

発展改称されてきたものであります。 

 

骨盤臓器脱に対する手術療法は、2005 年の TVM (Tension free Vaginal Mesh) 法の登場により大きく

変貌してまいりました。TVM 法はその再発率の低さと応用性の広さから急速に普及してきましたが、その

反面メッシュ特有の合併症の存在が大きな問題となってきました。2011 年の FDA の警告を発端として国

内におけるメッシュ供給体制にも影響し、TVM 法の適応と合併症を含めた治療成績が問い直されていま

す。 

 

一方、腹腔鏡手術の発展によってこれまで開腹下でしか行えなかった仙骨腟固定術がより低侵襲に

施行されるようになり、主として欧米にて普及してきました。TVM 法を始めとした経腟メッシュ手術が FDA

の勧告の対象となったことも相まって、腹腔鏡下仙骨腟固定術(Laparoscopic Sacrocolpopexy, LSC)は我

が国においても適応となり、成績が積み上げられつつあります。このような流れは骨盤臓器脱に対する手

術法の概念を大きく変え、子宮温存や低侵襲化といった患者ニーズに応えることができるようになるなど、

治療法の個別化が可能となってきました。 

 

しかしながら、新規術式は様々な角度からの検証が必要で、わが国で長年にわたり改良され普及して

きた従来術式との使い分けなども検討されなくてはなりません。骨盤底修復を担う婦人科、泌尿器科、外

科の三科が一堂に会して議論できる本学会の果たす役割も大きいものがあると思われます。こういった世

界の流れから、日本ひいてはアジアにおける治療の流れを検証する必要があり、本会のメインテーマを

「POP手術：世界の流れとアジアの位置づけ」とさせて頂きました。TVM手術における新規メッシュの使用

ノウハウや LSC のコツ、合併症などをトピックスとして本学会から多くの情報が発信され、我が国における

骨盤臓器脱手術の発展の一助となれば望外の喜びであります。 

 

第 10 回日本骨盤臓器脱手術学会 

会長 島田 誠 

昭和大学横浜市北部病院 泌尿器科 

  



開催概要 

第 10 回 日本骨盤臓器脱手術学会学術集会 

 

メインテーマ： POP 手術 ―世界の流れとアジアの位置付け― 

 

会期： 2016 年 2 月 13 日（土）～14 日（日） 

会場： 明治記念館 

〒107-0051 東京都港区元赤坂 2-2-23 TEL：03-3403-1171（大代表） 

会長： 嘉村 康邦（四谷メディカルキューブ 泌尿器科、昭和大学横浜市北部病院 客員教授） 

 

参加費： 医師（正会員） 13,000 円 / 医師（非会員） 15,000 円 /  

前期研修医 5,000 円 / コメディカル 3,000 円 

※すべて懇親会費含む。 

 

第 10 回日本骨盤臓器脱手術学会学術集会 事務局： 

昭和大学横浜市北部病院 泌尿器科 

事務局長： 井上 克己 

〒224-8503 神奈川県横浜市都筑区茅ヶ崎中央 35-1 TEL：045-949-7000（代表） 

 

 

 

◆関連行事 

・世話人会 

日時： 2016 年 2 月 12 日（金） 17:00～18:30 

会場： （一財）機械振興協会 会議室 6 階 「6D-3」 

〒105-0011 東京都港区芝公園 3 丁目 5 番 8 号 TEL：03-3434-8216 

 

・会員総会 

日時： 2016 年 2 月 13 日（土） 13：20～13：30 

会場： 明治記念館 「富士の間 1」 

 

・懇親会 

日時： 2016 年 2 月 13 日（土） 18：40～20：30 

会場： 明治記念館 「富士の間 2」 

 

 

 

 

 



 

◆併催 

・第 4 回経腟メッシュ手術講習会 

日時: 2016 年 2 月 14 日（日） 8：00～10：00 （受付開始 7：30～） 

会場： 明治記念館 「富士の間 1」 

 

参加費: 5,000 円  

定員: 270 名  

＊原則として事前登録となります。お席に余裕がない場合、当日は受付できない場合がございますの

で、予めご了承いただきますようお願い申し上げます。 

 

プログラム： 

1 総論 古谷 健一  

 （防衛医科大学校） 

2 手術手技材料 嘉村 康邦  

 （四谷メディカルキューブ 泌尿器科） 

3 合併症 加藤 久美子  

 （名古屋第一赤十字病院 泌尿器科） 

4 全例登録 合併症報告 成本 一隆  

 （金沢大学附属病院 泌尿器科） 

 

 

 

 

 

  



会場周辺地図 ・ 会場地図 

 

 

■最寄り駅 

JR 中央・総武線 【信濃町駅】下車、徒歩 3 分 

地下鉄 銀座線・半蔵門線・大江戸線 【青山一丁目駅】下車（2 番出口）、徒歩 6 分 

地下鉄 大江戸線 【国立競技場駅】下車（A1 出口）徒歩 6 分 

 

■所在地・連絡先 

〒107-8507 東京都港区元赤坂 2-2-23 

TEL：03-3403-1171（大代表） 

 

  



正面入口

講演会場

懇親会会場
（2/13・土）

ディスカッションポスター

医療機器展示

PC受付

参加受付

フロント

クローク

EV

WC

WC

ショップ

EV

1F

2F
富士1

ホワイエ

富士2



1. 参加者の方へ 

1) 受付は下記時間に 明治記念館 新館 2階ロビーにて行います。 

第1日 2月13日（土） 8：30 ～ 17：30 / 第2日 2月14日（日） 7：30 ～ 15：00 

2) 参加費をお支払いの上、参加証をお受け取りください。 

3) 会場内では、音の出る機器の電源を切るか、マナーモードをご利用ください。 

 

2.座長・演者の先生方へ 

＜指定演題・一般演題・ディスカッションポスターの座長の先生へ＞ 

担当セッションの開始10分前までに次座長席にご着席ください。 

定刻通りの学会進行にご協力・ご配慮くださいますようお願いします。 

＜指定演題・一般演題の演者の先生へ＞ 

発表形式はPCプレゼンテーションのみです。 

発表開始の30分前までに会場内のPC受付にて発表データの登録、試写を行ってください。 

発表開始10分前までに次演者席にご着席ください。 

＜指定演題演者の先生へ＞ 発表時間、討論時間は下記の通りとなります。 

エキスパートに学ぶ動画セッション 1 NTR 

発表15分、討論15分 2 LSC 

3 新しいTVM 

アジアンセッション The Present Conditions and Prospects of 

the POP Surgery in Asian Countries 
発表25分、総合討論20分 

 

＜一般演題の先生へ＞ 発表6分＋質疑応答3分です。時間厳守をお願いします。 

 

＜PC発表データについて＞ 

1) 発表データ受付場所・時間 講演会場前ロビー 

2月13日（土） 8：30 ～ 17：30 / 2月14日（日） 7：30 ～ 16：00 

・ご発表セッション開始時刻の 30 分前までに必ずデータ受付、接続チェックを済ませてください。な

お、データ受付では、データの修正はできませんので、あらかじめご了承ください。 

・データ受付では、データをダウンロードし、メディアはその場で返却いたします。なお、発表のため

にダウンロードをしたデータは会期終了後に、学会事務局にてすべて消去いたします。 

・PC 持ち込みの場合は、受付にてデータの確認のみを行い、ご自身で会場内へ運んでいただきま

す。会場内におりますオペレータに PC をお渡しいただき、セッション終了後にご自身でのお引取

りをお願いいたします。 

2） データ持ち込みもしくは PC 持ち込みにて受け付けます。下記の各持ち込みの際の注意事項をご

参照ください。 

 

 

 

 

 

 データ持ち込み PC 持ち込み 

Windows ○ ○ 

Macintosh × ○ 



 

【データ持ち込みの際の注意事項】 

①フォントは、Windows 版 Microsoft PowerPoint に標準搭載されたものをご使用ください。 

※上記指定外のフォントを使用した場合、文字、段落のずれ、文字化け、表示されないなどのトラブル

が発生する可能性があります。 

②動画がある場合はご自身の PC をご持参ください。 

③Windows で作成したご発表データは USB、CD-R のご持参でも受付可能です。データのみご持参の

場合、万一、PowerPoint へのリンクが切れてしまった時の対応策として動画・音声のオリジナルファ

イルもご持参ください。 

④Macintoshをご使用されている場合には、ご自身のPC を持参された場合のみの受付とさせていただ

きます。Mac のスリープモードは解除してください。 

【PC をご持参いただく際の注意事項】 

①会場内での接続コネクターは、D-sub 15pin タイプです。PC の外部モニター出力端子の形状をご確

認ください。変換コネクターが必要な場合は、必ずご自身でご用意ください。 

②AC アダプターは必ず各自ご持参ください。 

③接続トラブルなどの場合に備え、バックアップデータを必ずお持ちください。 

 

3. ディスカッションポスターについて 

＜発表の先生へ＞  

パネルにポスターの掲示を行い、発表およびディスカッションは講演

会場ステージ上の演台よりPowerPointスライド5枚以内で行っていた

だきます。ポスターパネル前での発表はありません。 

発表（演台からのプレゼン）3分＋ディスカッション2分です。時間厳守

をお願いします。 

・ ポスター掲示日時： 2月13日（土） 8：30 ～ 14日（日） 12：00 

・ 発表・ディスカッション： 2月14日（日） 14：00 ～ 15：10 

・ ポスター撤去日時： 2月14日（日） 16：30 ～ 17：00 

ポスターパネルの掲示サイズはW 90cm×H 180cmです。 

事務局にて左上に20cm×20cmの演題番号を貼付します。 

W 20cm×H 70cmのサイズでタイトルをご用意ください。 

発表開始の30分前までに会場内のPC受付にてスライドの登録を行い、

発表開始10分前までに次演者席にご着席ください。PCデータ発表に

関する詳細は前頁＜PC発表データについて＞をご参照ください。 

 

○クローク： 1階の会場常設クロークをご利用ください。 

○落し物： 参加受付の総合案内窓口にてお取り扱いいたします。 

○その他 

・第1日 13日（土）「会長講演」、第2日 14日（日）「島田誠先生追悼講演」におきまして、軽食のご用意

がございます。軽食の整理券配布はございません。講演会場出入り口にてお受け取りください。 

・ご来場の際はなるべく公共交通機関をご利用いただきますようお願い申し上げます。  



第 10 回日本骨盤臓器脱手術学会学術集会 日程表・1 日目 2 月 13 日（土） 

 講演会場 
（富士の間 1） 

 機器展示 
（ロビー）   

8：30 

8：50 

9：00 

8：30 受付開始 
  

  

開会あいさつ 
9：00 

 

9：00-10：21  

 一般演題 1   

 【LSC】   

10：21 
座長：成島雅博、市川雅男   

10：21-11：15   

 一般演題 2   

 【Non mesh 手術・他】   

11：15 
座長：髙橋 悟、岡垣竜吾   

11：15-12：15  （終日） 

 エキスパートに学ぶ動画セッション 1  機器展示 
 【NTR】   

 座長：古山将康、松下千枝   

12：15 

12：25 

演者：永田一郎、草西 洋、西 丈則   

休憩   

12：25-13：10   

 会長講演   

 【泌尿器科医の私が教えてもらった vaginal surgery】   

 座長：藤井美穂   

13：10 

13：20 

演者：嘉村康邦   

休憩   
13：20-13：30   

13：30 
総会   

13：30-14：30   

 エキスパートに学ぶ動画セッション 2   
 【LSC】   

 座長：巴ひかる、市川雅男   

14：30 
演者：谷村 悟、成島雅博、安倍弘和   

14：30-15：30   

 エキスパートに学ぶ動画セッション 3   

 【新しい TVM】   

 座長：加藤久美子、岡垣竜吾   

15：30 
演者：竹山政美、野村昌良、成本一隆   

15：30-16：33   

 一般演題 3   

 【コメディカルセッション】   

16：33 
座長：金城真実、谷口珠実    

16：33-17：30   

 一般演題 4 
17：00 

 

 【POP 手術の動向・LUTS】  

17：30 
座長：藤井美穂、長塚正晃   

17：30-18：30   

 イブニングセミナー   

 【Urogynaecology Symposium】   
 座長：古谷健一   

18：30 
演者：Kwok Weng Roy Ng  懇親会会場 

（富士の間 2）  
18：40 

  18：40-20：30 

  20：30 懇親会 



第 10 回日本骨盤臓器脱手術学会学術集会 日程表・2 日目 2 月 14 日（日） 

 講演会場 
（富士の間 1） 

 機器展示 
（ロビー）   

8：00 
   

8：00-10：00   

 第 4 回経腟メッシュ手術講習会   

    

  
9：00 

 

   

    

    

10：00 
   

10：00-12：00   

 アジアンセッション   

 【The Present Conditions and Prospects of   （終日） 

 the POP Surgery in Asian Countries】  機器展示 

 座長：古山将康、加藤久美子   
 演者：Tsung-Hsien Su   

 Kwok Weng Roy Ng   

 Suvit Bunyavejchevin   

 Lisa T. Prodigalidad-Jabson   

12：00 

12：10 

共催：ボストン・サイエンティフィック ジャパン株式会社   

休憩   

12：10-13：00   

 島田誠先生追悼講演   

 【島田誠先生の遺志を継いで    

 ―骨盤臓器脱手術学会の将来展望―】   

 座長：武井実根雄   

13：00 
演者：竹山政美   

13：00-14：00   

 特別講演   
 【私が会った世界の子どもたち】   

 座長：嘉村康邦   

 演者：黒柳徹子   

14：00 
（女優・ユニセフ親善大使）   

14：00-14：35   

 ディスカッションポスター1   

 【症例・その他】   

14：35 
座長：武井実根雄、清水幸子   

14：35-15：10   

 ディスカッションポスター2   

 【症例・その他】   

15：10 
座長：吉村和晃、片岡政雄    

15：10-16：22   

 一般演題 5   

 【Minimal Mesh・CapioTM】 
16：00 

 

16：22 

16：30 

座長：北川育秀、亀岡 浩  

閉会あいさつ   

   



第10 回日本骨盤臓器脱手術学会学術集会 プログラム・1 日目 2 月13 日（土） 

8：50-9：00 開会あいさつ 

第 10 回会長： 嘉 村 康 邦 （四谷メディカルキューブ 泌尿器科） 

   

9：00-10：21 一般演題 1 「LSC」 

座長： 成 島 雅 博 （名鉄病院 泌尿器科） 

 市 川 雅 男 （日本医科大学 産婦人科） 

Ｏ1-1 LSC：後腟壁直腸間剥離の Tips と当院の手術成績 

 成島雅博 （名鉄病院 泌尿器科） 

Ｏ1-2 LSC における non-mesh 法による後腟壁形成術の有効性の検討 

 市川雅男 （日本医科大学 産婦人科） 

Ｏ1-3 LSC における後壁剥離テクニック 

 野村昌良 （亀田メディカルセンター ウロギネコロジーセンター） 

Ｏ1-4 我々の腹腔鏡下仙骨膣固定術（Laparoscopic sacrocolpopexy: LSC）に

おける直腸剥離と後壁メッシュ留置の実際 

 新井隆司 （北九州総合病院 ウロギネコロジーセンター） 

Ｏ1-5 腹腔鏡下仙骨腟固定術（LSC）の腟壁剥離を確実に行うための工夫 

 三輪好生 （岐阜赤十字病院 泌尿器科） 

Ｏ1-6 腹腔鏡下仙骨膣固定術の適応拡大にむけた導入初期からの工夫 

 池上要介 （名古屋市立東部医療センター 泌尿器科） 

Ｏ1-7 P-QOL を用いた LSC の治療効果の検討 

 守山洋司 （岐阜赤十字病院 泌尿器科） 

Ｏ1-8 腹腔鏡下仙骨腟固定術前後の排尿機能について 

 加藤稚佳子 （第一東和会病院 ウロギネコロジーセンター） 

Ｏ1-9 腹腔鏡下仙骨腟固定術の排便機能に及ぼす影響 

 常盤紫野 （亀田メディカルセンター ウロギネコロジーセンター） 

  

10：21-11：15 一般演題 2 「Non-mesh 手術・他」 

座長： 髙 橋  悟 （日本大学医学部 泌尿器科） 

 岡 垣 竜 吾 （埼玉医科大学病院 産婦人科） 

Ｏ2-1 当院における仙棘靭帯固定術 

 岡垣竜吾 （埼玉医科大学病院 産婦人科・女性骨盤底医学センター） 

Ｏ2-2 ループ型電気メス切除（LEEP）法で腟切除を行った膣閉鎖術 

 井川 洋 （明石市立市民病院 産婦人科） 

Ｏ2-3 腹腔鏡下仙骨子宮靭帯固定手術再発の検討 

 西村和朗 （産業医科大学若松病院 産婦人科） 

Ｏ2-4 子宮摘除後骨盤臓器脱例に対する腹腔鏡下 paravaginal repair の初期経

験 

 黄 鼎文 （亀田メディカルセンター ウロギネセンター） 



  

  

Ｏ2-5 TFS(Tissue Fixation System)による静脈麻酔併用局所麻酔で行う腹膜を

開けない小腸瘤修復―小腸瘤修復の工夫― 

 関口由紀 （LUNA 骨盤底トータルサポートクリニック） 

Ｏ2-6 同一術者における TVM 手術 1008 件についての検討 

 齋藤克幸 （昭和大学横浜市北部病院 泌尿器科） 

  

11：15-12：15 エキスパートに学ぶ動画セッション 1 「NTR」 

座長： 古 山 将 康 （大阪市立大学大学院 医学研究科 女性生涯医学） 

 松 下 千 枝 （社会医療法人きつこう会多根総合病院 泌尿器科） 

 
「POP の Native Tissue Repair (NTR)－Sacrospinous Ligament Suspension  

(SSLS)を中心に－」 

演者： 永 田 一 郎 （埼玉医科大学 産婦人科） 

 「全腟切除/全腟閉鎖術（腟式子宮摘出術併施）」 

演者： 草 西  洋 （地方独立行政法人 明石市立市民病院 産婦人科） 

 「NTR 再考 術式選択のための診察と手技の実際」 

演者： 西  丈 則 （公立那賀病院 産婦人科） 

  

12：25-13：10 会長講演 「泌尿器科医の私が教えてもらった vaginal surgery」 

座長： 藤 井 美 穂 （時計台記念病院 女性総合診療センター） 

演者： 嘉 村 康 邦 （四谷メディカルキューブ 泌尿器科） 

  

13：30-14：30 エキスパートに学ぶ動画セッション 2 「LSC」 

座長： 巴 ひ か る （東京女子医科大学東医療センター  

骨盤底機能再建診療部/泌尿器科） 

 市 川 雅 男 （日本医科大学 産婦人科） 

 「Dissection of the sacrum was deemed the most technically difficult aspect」 

演者： 谷 村  悟 （富山県立中央病院 産婦人科） 

 「腟断端脱に対する LSC の Tips」 

演者： 成 島 雅 博 （名鉄病院 泌尿器科） 

 「腹腔鏡下仙骨腟固定術（Laparoscopicsacrocolpopexy:LSC）」 

演者： 安 倍 弘 和 （亀田総合病院 泌尿器科） 

   

   

   

   

   

   

   



  

14：30-15：30 エキスパートに学ぶ動画セッション 3 「新しい TVM」 

座長： 加 藤 久 美 子 （名古屋第一赤十字病院 泌尿器科） 

 岡 垣 竜 吾 （埼玉医科大学病院 産婦人科） 

 「新しい TVM」 

演者： 竹 山 政 美 （第一東和会病院 ウロギネコロジーセンター） 

 「Capio SLIM を用いた TVM 手術」 

演者： 野 村 昌 良 （亀田メディカルセンター ウロギネコロジーセンター） 

 「Capio デバイスを用いた新たな経腟メッシュ手術」 

演者： 成 本 一 隆 （金沢大学附属病院 泌尿器科） 

  

15：30-16：33 一般演題 3 「コメディカルセッション」 

座長： 金 城 真 実 （杏林大学医学部 泌尿器科） 

 
谷 口 珠 実 （山梨大学大学院総合研究部  

健康・生活支援看護学） 

Ｏ3-1 当院における骨盤臓器脱術後リハビリテーションの現状 

 宮原夏子 （亀田メディカルセンター ウロギネコロジーセンター） 

Ｏ3-2 骨盤臓器脱患者の理学療法フォローアップ効果 

 
重田美和 （医療法人 LEADING GIRLS LUNA 骨盤底トータルサポートク

リニック） 

Ｏ3-3 腹腔鏡下仙骨腟固定術後の腹圧性尿失禁と骨盤底筋群の収縮との関

連 

 平川倫恵 （亀田メディカルセンター ウロギネコロジーセンター） 

Ｏ3-4 医師事務作業補助者の役割と導入の成果  

－医療界にイノベーションを－ 

 小野田真理子 （四谷メディカルキューブ メディカルクラーク科） 

Ｏ3-5 尿流動態検査を用いた骨盤臓器脱患者における年代別尿道・膀胱機能

の比較 

 東郷未緒 （亀田メディカルセンター 臨床検査部） 

Ｏ3-6 骨盤臓器脱患者の退院指導の改善を目的とした術後電話相談の後ろ向

き検討 

 今道房枝 （名古屋第一赤十字病院 看護部（西 12B 病棟）） 

Ｏ3-7 原三信病院における骨盤臓器脱患者に対する取り組み 

 藤川暢子 （医療法人 原三信病院 看護部 泌尿器科病棟） 

  

  

  

  

  

  



  

16：33-17：30 一般演題 4 「POP 手術の動向・LUTS」 

座長： 藤 井 美 穂 （時計台記念病院 女性総合診療センター） 

 長 塚 正 晃 （昭和大学横浜市北部病院 産婦人科） 

Ｏ4-1 当院ウロギネコロジーセンターにおける骨盤臓器脱手術の動向 

 
Benchawan Limpvanaspong （亀田メディカルセンター ウロギネコロジー

センター） 

Ｏ4-2 従来法への回帰 ～当院の骨盤臓器脱手術の変遷～ 

 可世木華子 （日本医科大学付属病院 女性診療科） 

Ｏ4-3 骨盤臓器脱手術：Thailand の現状について 

POP surgery : Current situation in Thailand 

 Kriengkrai Sittidilokratna （亀田メディカルセンター ウロギネセンター） 

Ｏ4-4 骨盤臓器脱が尿意に及ぼす影響についての検討 

 松下千枝 （社会医療法人きつこう会 多根総合病院 泌尿器科） 

Ｏ4-5 TVM 手術前後の下部尿路症状についての検討 

 長谷川孝高 （産業医科大学若松病院 泌尿器科） 

Ｏ4-6 TVM 手術における腹圧性尿失禁と QOL に関する臨床的検討 

 金城真実 （杏林大学医学部 泌尿器科） 

   

17：30-18：30 イブニングセミナー 「Urogynaecology Symposium」 

座長： 古 谷 健 一 （防衛医科大学校 産科婦人科学講座） 

 1) POP-Q made easy 

 
2) Colpocleisis - A surgical option for POP for the ageing female Japanese  

population 

 3) Surgical management of primary obstetric anal sphincter injuries 

演者： Kwok Weng Roy Ng  

  

（Senior Consultant, 

 Urogynaecology & Pelvic Reconstructive Surgery, 

 Department of Obstetrics & Gynaecology,  

National University Hospital, Singapore） 

  

  

  



第10 回日本骨盤臓器脱手術学会学術集会 プログラム・2 日目 2 月14 日（日） 

8：00-10：00 第 4 回経腟メッシュ手術講習会 

  

10：00-11：40 アジアンセッション  

「The Present Conditions and Prospects of the POP Surgery in Asian Countries」 

座長： 古 山 将 康 （大阪市立大学大学院 医学研究科 女性生涯医学） 

 加 藤 久 美 子 （名古屋第一赤十字病院 泌尿器科） 

 “The present condition and future trend in POP surgery in Taiwan” 

演者： Tsung-Hsien Su  

  （Professor, Mackay Memorial Hospital, Taiwan） 

 “The present condition and future trend in POP surgery in Singapore” 

演者： Kwok Weng Roy Ng  

  

（Senior Consultant,  

Urogynaecology & Pelvic Reconstructive Surgery, 

Department of Obstetrics & Gynaecology,  

National University Hospital, Singapore） 

 “The present condition and future trend in POP surgery in Thailand” 

演者： Suvit Bunyavejchevin  

  
（Department of Obstetrics and Gynecology, Faculty of  

Medicine, Chulalongkorn University, Thailand） 

 “The present condition and future trend in POP surgery in Philippines” 

演者： Lisa T. Prodigalidad-Jabson  

  

（Department of Obstetrics and Gynecology,  

University of the Philippines - Philippine General  

Hospital, Philippines） 

共催： ボストン・サイエンティフィック ジャパン株式会社 

  

12：10-13：00 島田誠先生追悼講演  

「島田誠先生の遺志を継いで ―骨盤臓器脱手術学会の将来展望―」 

座長： 武 井 実 根 雄 （原三信病院 泌尿器科） 

演者： 竹 山 政 美 （第一東和会病院 ウロギネコロジーセンター） 

  

13：00-14：00 特別講演 「私が会った世界の子どもたち」 

座長： 嘉 村 康 邦 （四谷メディカルキューブ 泌尿器科） 

演者： 黒 柳 徹 子 （女優・ユニセフ親善大使） 

  

  

  

  



  

14：00-14：35 ディスカッションポスター1 「症例・その他」 

座長： 武 井 実 根 雄 （原三信病院 泌尿器科） 

 清 水 幸 子 （亀田メディカルセンター 産婦人科） 

P1-1 腹腔鏡下仙骨子宮固定術後メッシュ感染の 1 例 

 
巴ひかる （東京女子医科大学東医療センター 骨盤底機能再建診療部

/泌尿器科） 

P1-2 LSC 後ポートサイトヘルニアを来した一例 

 廣岡潤子 （横須賀共済病院 産婦人科） 

P1-3 腟癌を合併した骨盤臓器脱の一例 

 高木 博 （松波総合病院 産婦人科） 

P1-4 腟式子宮全摘術後に汎発性腹膜炎を生じた子宮留膿腫合併骨盤臓器

脱の 1 例 

 加藤 俊 （神戸掖済会病院 産婦人科） 

P1-5 TVＴ手術における，へガール型子宮頚管拡張器（8/4）を用いたテープ張

力設定 

 下稲葉美佐 （四谷メディカルキューブ 泌尿器科） 

P1-6 TVM 術後の排尿困難に自己導尿は必要か？ 

 松岡庸洋 （健康保険連合会 大阪中央病院 泌尿器科） 

P1-7 骨盤臓器脱手術患者の術前性機能に関連する因子の検討 

 藤崎章子 （四谷メディカルキューブ 泌尿器科） 

  

14：35-15：10 ディスカッションポスター2 「症例・その他」 

座長： 吉 村 和 晃 （産業医科大学若松病院 産婦人科） 

 
片 岡 政 雄 

 

（福島県立医科大学 泌尿器科/ 

現 太田西ノ内病院 泌尿器科） 

P2-1 直腸脱を含む閉塞型便秘と骨盤臓器脱合併症例に対する一期的腹腔

鏡手術 3 症例の経験 

 江川雅之 （市立砺波総合病院 泌尿器科） 

P2-2 直腸脱合併した完全骨盤臓器脱に対する経腟手術 

TVM 変法と NTR の同時施行 

 木村俊夫 （市立芦屋病院 産婦人科） 

P2-3 骨盤臓器脱手術後再発により右水腎症が認められた一例 

 寺本咲子 （名鉄病院 泌尿器科） 

P2-4 子宮脱に対する腹腔鏡下仙骨膣固定術の術前検査で大腸癌と診断され

た１例 

 前田孝文 （辻仲病院柏の葉 外科） 

P2-5 外来診察時の POP-Q と，全身麻酔下での POP-Q の比較 

 本田周子 （四谷メディカルキューブ 泌尿器科） 

  



  

  

P2-6 分娩時の腟壁・会陰裂傷および縫合術と産褥１か月健診時のＰＯＰ症状 

 安田立子 （社会医療法人愛仁会千船病院 産婦人科） 

P2-7 TVM 手術におけるディスポーザブル硬膜外麻酔針を用いた前膣壁の水

性剥離 

 金野 紅 （東邦大学医療センター大橋病院 泌尿器科） 

  

15：10-16：22 一般演題 5 「Minimal Mesh・CapioTM」 

座長： 北 川 育 秀 （星総合病院 泌尿器科） 

 亀 岡  浩 （太田西ノ内病院 泌尿器科） 

Ｏ5-1 A2-TVM 手術の検討 

 鍬田知子 （第一東和会病院 ウロギネコロジーセンター） 

Ｏ5-2 キャピオ キャプチャリング デバイス TM を使用した Uphold 型 TVM 手術

の実際 

 藤本英典 （北九州総合病院 ウロギネセンター） 

Ｏ5-3 Uphold 手術の工夫および成績 

 赤木一成 （辻仲病院柏の葉） 

Ｏ5-4 minimal mesh を用いた TVM 手術の検討 

 高澤直子 （順天堂大学医学部附属順天堂医院 泌尿器科） 

Ｏ5-5 TVM 手術における前壁から仙棘靭帯への剥離操作（腹腔鏡スコープに

よる観察）  

 亀岡 浩 （星総合病院 泌尿器科） 

Ｏ5-6 経腟メッシュ手術における穿刺ルートと治療成績に関する比較検討 

 栗林正人 （医療法人良秀会 高石藤井病院 泌尿器科） 

Ｏ5-7 Transvaginal Mesh Reconstruction Using CapioTM SLIM Suture Capturing 

Device for Pelvic Organ Prolapse: Tips and Tricks 

Capio を用いた TVM 手術：術式とコツ 

 黄 景楡 （亀田メディカルセンター ウロギネセンター） 

Ｏ5-8 当院における Capio SLIM を使用した TVM 手術の初期経験 

 梶原 充 （JA 尾道総合病院 泌尿器科） 

   

16：22-16：30 閉会あいさつ 

第 10 回会長： 嘉 村 康 邦 （四谷メディカルキューブ 泌尿器科） 

  

   

  




